	針刺し直後の対応―――――――――――――――――――――――――
　1．応急手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　傷口から血液をしぼり出し、流水で洗い流す

　　　
　2．管理責任者、提携医療機関に連絡　　　　　　　　　　　　
事故の状況、48時間以内の所在場所と連絡先を報告する

　3．血液情報把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　利用者・スタッフ双方について！

B型肝炎感染の可能性がある場合の対応のポイントと流れ――――――――――――
　　血液情報が……　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感染の危険性なし

　

●利用者のHBs抗原・抗体が不明　→　この場合は利用者の血液検査を実施
　

　　利用者がHBs抗原陽性の場合　　　
●かつ当事者スタッフのHBs抗原・抗体が不明
  

迅速測定キットで検査

　


新たなB型肝炎感染の可能性なし　　　　　B型肝炎感染の可能性あり


定期にフォロー（年1回健診時）

4．感染の可能性が判明した場合　　　　
　1．　抗HBグロブリンを注射する　　
　　 　事故後、48時間以内に実施する

　2．　HBワクチンを注射する　　　　
※対応はすべて労災扱い


利用者：HBs抗原陰性なら


スタッフ：HBs抗原・抗体のどちらかが陽性なら





①当事者スタッフがHBs抗原陽性


もしくは抗体陽性のとき





②当事者スタッフのHBs抗原陰性、


抗体陰性のとき








